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本研究の目的と概要 
本研究は，研究に参加いただく小学校教員と和歌山大学教育学部附属小学校・和歌山

大学の教員が連携して，算数科における教育実践および教材研究に取り組み，授業改善
や授業内容・教材についての新しい試みを行うことを目的としている。特に共同研究者
の授業実践の取り組みや，附属小学校での研究大会等における授業実践の取り組みを通
して，授業内容の検討や，授業実施および教材についての協議を行い，貴重な実践の機
会と附属学校および大学教員の専門性を組み合わせ，実践的な授業・教材を構築するこ
とを目指している。 

本研究は，和歌山大学の教授であった片岡啓教員と附属小学校に在籍していた小谷教
員が始めたもので，これまで課題名と担当教員を変更しながら継続して行われているも
のである。大学側からは西山教員と南垣内が引き継いで担当している。 

本研究の活動概要 
以下の日程で本研究を行っている。 
 ・ ５月２８日 放課後 共同研究の打ち合わせ及び校内研指導案の検討 
 ・ ６月１１日 午後 校内授業研公開授業及び協議会 
 ・１１月２６日 放課後 ＩＣＴ活用授業研究会に係る公開授業指導案の検討 
 ・１２月１４日 ６限 ＩＣＴ活用授業研究会に係る公開授業のビデオ撮り 
          （公務のため南垣内は参加できず。） 
 ・１２月１７日 １限 授業参観 
 ・ １月２９日 午後 ＩＣＴ活用授業研究会 
またこれ以外にも，事前の打ち合わせを複数回行った。 
まず５月より附属小学校で，６月の校内研の実施に向けて、西浦教員を中心とした研

究員と共に取り組みを進めた。その際、西浦教員から「データの活用」領域について研
究を行いたいとの意思表示があり、年間を通じてこの領域を取り扱うものとした。 

６月の校内研では、生活科で１年生に本を読み聞かせをする際に，どのような本を選
ぶかを表とグラフにまとめて考える授業を行った。そして、研究協議の際には、授業に
内容について、 

 ・本学で卒業時に求めるゴールをどのように設定し、そのゴールに達するために各

帝国への展開を取り上げること、そこでは『史記』を史料として提示する予定であることなどが示され、

この史料の解釈などをめぐる疑問について私との間でメールを使った質疑応答が行われた。その過程で

改めて寺前教諭から、「戦国時代における鉄製農具と牛耕の普及が、なぜ氏族社会の解体につながるのか。

また、そうした歴史過程と後の時代に顕著となる豪族の出現とはどういう関係にあるのか」、「諸子百家

が唱えた思想は、『理想の社会を目指したもの』と捉えるべきか否か」といった問いが出された。私はこ

れらの問いに対し、主として中国史研究会の 1980 年代～90 年代の研究成果を踏まえて回答した。これ

は上述した授業のかかわり方で言えば、「単元目標の捉え方」のレベルで春秋戦国時代から秦帝国の成立

までの時代の社会と政治体制の変化の大まかな流れを解説したということになるだろう。この点では、

昨年度の到達点を改めて確認できたといえる。 
 しかし、本稿冒頭で述べたように本研究の最終的な研究目標が「探求」への対応であることを考えれ

ば、授業者が単元として取り上げる時代の歴史的な流れを理解して授業に生かすだけでは不十分であろ

う。「探求」科目の授業で生徒に身につけさせたい「思考力」とは、史料をその時代の一側面を説明する

ものとして解釈し位置づける力ではなく、ある地域のある時代の歴史に関して自分で「問い」を立て、そ

の「問い」に対する答えを構成するものとして、史料に書かれた情報を（史料批判を行ないつつ）取捨選

択する力だと考えるからである。ここで必要になるのは「問いを立てる力」であろう。 
 このように考えれば、今回の共同研究の中で寺前教諭が私に問うた「問い」の重要性が改めて浮かび上

がる。寺前教諭が提起した「問い」は、当該時期の中国社会の変化を根底から理解するうえで出発点とな

る「問い」であった。まさに「探求」の出発点となる「問い」であったと言えよう。もちろん、これらの

「問い」は、寺前教諭が春秋戦国時代から秦帝国の統一に至る歴史過程について深く理解していたこと

を前提として初めて提起することができたものである。その意味で、高校生に同じレベルの「問い」を立

てることを求めることはできない。しかし、少なくとも授業者の側が「問い」を立てることができなけれ

ば、そして、その「問い」に答えを出すべく史料を探し、探し出した史料に書かれた情報を自分で吟味す

ることができなければ、高校生に「問い」を立てさせて歴史を探究させる授業を構成することはできない

だろう。このことを認識できたことが今年度の共同研究の成果であった。 
 来年度もこの共同研究を継続することができるならば、そこでは、ある地域・ある時代の歴史において

いかに「問い」を立てるかということが課題となろう。大学側としては、授業者が歴史において「問い」

を立てることに対し、専門的な知見を踏まえてどれだけサポートできるかということが問われている。

「探求」科目の授業が始まるにあたり、「問い」を意識した授業づくりを教育現場との共同で研究してい

きたいと考えている。 
（文責：三品） 
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学年の目標をどのように設定するのかを決定する必要がある。 
 ・グラフや表をかく技能を求めているのか、かかれた表やグラフから読み取ること

を求めているのか、本時の目標によって明確にする必要がある。 
ことを助言した。 
  １１月の指導案の検討会には，現場校の共同研究者にも参加いただき，指導案の検討
を行った。西浦教員より指導案に関する提案があり，この際，じゃんけんを題材として
授業を行うという説明があり、それを受けて参加教員との意見交換を行った。 

今回の授業研究会は昨年に引き続き，コロナウイルス感染防止の観点からオンライン
での協議会であったため，あらかじめ授業の様子をビデオで撮影・公開し，参加者は協
議会までに視聴の上協議に参加いただく形式を取っている。 
  １２月の研究授業撮影では，西浦教員より「全校児童から集めたじゃんけんの結果か
ら表とグラフを用いて勝ちやすい手をみつける。」という課題に児童が取り組む授業が
実践された。なお、撮影日の連絡をいただいた際、すでに他の公務か入っていたため、
南垣内は参加できなかったが、研究会の参考とするため、１２月１７日の授業を参観し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 附属小学校における授業の様子（１２月１７日） 

成果と課題 
昨年度は附属小学校と大学側の主担当者がいずれも変わったためスタートが遅くなる

という課題があった。本年度も小学校側の担当者が変更となったが、活動概要で示した
ように、年間を通じて研究を進めることができた。また、附属小学校以外の先生方にも
打ち合わせや協議会に積極的に参加いただき、研究の質的向上を図ることができたもの
と感じている。新しく担当した西浦教員が算数における「データの活用」領域を大切に
したいという思いが強く、主体的に研究に取り組み、その内容を大学教員が援助すると
いう小学校教員中心の求めるべき研究体様を実践できた点が成果として考えられる。 

今後研究を継続し，質的に向上させていく上での下地ができたものと考える。ただ，
附属小学校以外の先生方の教育実践に大学教員が参加し, 授業改善や授業についての情
報交換を行う取り組みは，これまで同様ほとんど実施することができなかった。今年の
研究を広げていく観点から，参加教員の負担を大きくしないように大学教員の取り組み
方などを改善しつつ，それぞれの学校における算数教育の課題等を明らかにしながら円
滑な支援を進めていきたい。そのために来年度以降も本研究を継続し，今回の反省を生
かして改善していきたいと考える。 
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